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［背景・ねらい］ 

  山形独自のブランドマス候補魚としてニジマス×サクラマス異質三倍体（以下ニジサクラ）を作

出したが、養殖魚種として普及するためには「三倍体魚等の利用要領」に従い特性評価をする必要

があるため、ニジサクラの飼育試験を行い、成長、成熟等の特性を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．平成 25～27 年 に作出したニジサクラを飼育試験に供した。生産状況は表１のとおり。いずれも

受精後 10 分の吸水を行い、28℃10 分の加温による第二極体放出阻止を行い作出した。雄親魚は全

て通常雄で、生産されたニジサクラは雌雄混合である。 

 

２．成長について図１に示す。体重を定期的に測定した結果、各作出年の違いによる成長の違いは確

認できなかった。浮上後日数別の体重は概ね 100 日で 5ｇ、200 日で 50ｇ、300 日で 100ｇ、500 日

で 500ｇ、700 日で 1,000g、1,000 日で 2,000g であった。 

 

３．成熟について表２、生殖腺の発達について表３に示す。成熟については、腹部の圧迫による配偶

子の排出状況で確認した。外見による雌雄の判別は、二次性徴や配偶子の排出状況で判断し、二次

性徴と配偶子の排出がなかったものは性別不明とした。生殖腺の発達について、性別不明を含めた

性別毎の一部または全てを個別に体重測定し、その後解剖、生殖腺重量の測定を行い、さらに個別

の体重と生殖腺重量から生殖腺指数（以下 GSI）を算出した。配偶子の排出については全ての個体

で確認されなかった。生殖腺の発達については GSI の状況から、雄で精巣の発達が確認されたが、

性別不明個体については生殖腺の発達は確認できなかった。なお、平成 26 年作出群で平成 27 年 12

月に測定した未成熟魚については目視により糸状の生殖腺を確認できたが、極めて小さく正確に測

定できなかった。また、卵巣を持った個体は確認されなかった。性別不明及び雄で二倍体ニジマス

より生殖腺が小さく（内水試従来系統の雌で 18.1、雄で 5.7）、配偶子の排出がなかったことから

ニジサクラは生殖能力がないと考えられた。 

 

４．平成 26 年に作出し平成 29 年 1 月に観察を行ったニジサクラを対象に、性別不明個体の遺伝的性

の確認を行った。マス類の雄特異遺伝子（以下 sdY）と 18s rRNA 遺伝子（以下 18s）を標的に PCR

を行った。sdY と 18s 両方のバンドが出現した場合は雄、18s のみ出現した場合は雌である。図２

に PCR による雌雄判別の結果を示す。図中の 1～9 は性別不明、10～13 は二次性徴から雄と判断し

た個体、14 は陽性対照として二倍体ニジマスの雄を使用した。なお、9、12、13 は生殖腺から、そ

れ以外は脂鰭から DNA 抽出を行った。 

PCR の結果、性別不明個体は全て雌、二次性徴を示した個体は全て雄であった。このことからニジ

サクラの雄の多くは１＋までに二次性徴を示すと考えられた。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．ニジサクラの特性評価のための資料とする。 
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